	科目名
	材料強度学
	英語科目名
	Material strength

	開講年度・学期
	平成１９年度・通年
	対象学科・専攻・学年
	機械工学科５年

	授業形態
	講義
	必修or選択
	必修

	単位数
	２単位
	単位種類
	

	担当教員
	北條　恵司
	居室
	

	電話
	
	E-mail
	

	授業の達成目標

	１．材料の弾・塑性挙動について応力とひずみの関係を説明できる。
２．材料の構造と転位について結晶構造との関係を説明できる。
３．材料の強化方法と新材料の強度特性について強化機構により説明できる。
４．材料の破壊現象と破壊力学による破壊評価法について説明できる。
５．材料の疲労現象を強度特性と破面形成の面から説明できる。

	各達成目標に対する達成度の具体的な評価方法

	試験において６０％以上の成績で評価する。

	評価方法

	前期２回、後期２回の試験により６０点以上を合格とする。

	授業内容
	授業内容に対する自宅学習項目
	自宅学習時間　

	1.導入、材料強度学とは。（事例研究）ｐ1～7
	(不要)
	0

	2.3.4.強度の基本特性-1（引張り強度、破壊の特徴、多軸応力下の破壊）p39~65
	当該節の不明な点を明確にしておき，講義の中で確認すること．
	2ｈ

	5.6.強度の基本特性-2（破壊靭性値、衝撃強さ）ｐ66～85
	
	2ｈ

	7.演習問題
	章の演習を考える．
	2ｈ

	8.中間試験
	3章の復習
	4ｈ

	9.10.11.疲労強度-1（疲労破壊の様相、SN線図、疲労強度に及ぼす因子）p88～105
	当該節の不明な点を明確にしておき，講義の中で確認すること．
	2ｈ

	12.13.疲労強度-2（サイクル疲労、疲労き裂進展則、メカニズム）p106～13
	
	2ｈ

	14.演習問題
	章の演習を考える．
	2ｈ

	15.中間試験
	章の復習
	4ｈ

	16.17.18.破損と破壊の力学（降伏条件、線形および非線形破壊）p8～36
	当該節の不明な点を明確にしておき，講義の中で確認すること．
	2ｈ

	19.20.高温強度-1（クリープ現象、高温疲労、き裂進展）p144～163
	
	2ｈ

	21.22.高温強度-2（耐熱用新材料）p164～166
	
	2ｈ

	23.演習問題
	章の演習を考える．
	2ｈ

	25.26.環境強度-1（腐食のメカニズム、応力腐食割れ）p170～18
	当該節の不明な点を明確にしておき，講義の中で確認すること．
	2ｈ

	27.環境強度-2（腐食疲労、非金属材料）p190～201
	
	2ｈ

	28.演習問題
	章の演習を考える．
	2ｈ

	29.材料強度と設計p205～237
	
	2ｈ

	（前期期末試験）
	自宅学習時間合計
	３６

	キーワード
	結晶構造、欠陥、延性、ぜい性、疲労、材料試験

	教科書
	「材料強度学」、日本材料学会

	参考書
	村上理一・高尾健一・萩山博之共著：「材料強度学入門」、西日本法規出版

	小山高専の教育方針①～⑥との対応
	③、④

	技術者教育プログラムの学習・教育目標

	（A-2）基礎知識を専門工学分野の問題に応用して解ける。

（B-3）技術的課題や問題の全体的な解決方法を明らかにできる。

	JABEE基準１の（１）との関係
	d(2-a)

	カリキュラム中の位置づけ

	前年度までの関連科目
	材料学

	現学年の関連科目
	機械設計製図Ⅲ

	次年度以降の関連科目
	システムデザイン

	連絡事項

	・理解度などの都合により進み方に前後が生じることがある。

・一部、材料力学の復習を含む。

・講義の終了時に次週の予告をするので、その部分について予習し理解のできない点を明らかにして講義に臨むこと。

・関数電卓を準備すること｡

	シラバス作成年月日：平成19年2月20日























